
国
労
は
70
年
の
節
目
を
迎
え
、

退
職
さ
れ
た
皆
様
が
入
社
し
た

当
時
、
マ
ル
セ
イ
闘
争
が
終
わ

り
、
ス
ト
権
ス
ト
、
損
害
賠
償

訴
訟

臨
調
改
革
で
国
鉄
攻
撃

が
か
け
ら
れ
て
い
る
時
期
で
し

た
。
不
採
用
問
題
は
解
決
の
山

場
を
繰
り
返
し
、
４
党
合
意
か

ら
和
解
解
決
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
が
30
年
を
迎
え
、
年
金

問
題
で
60
才
を
越
え
て
働
き
、

エ
ル
ダ
ー
制
度
で
延
長
す
る
人

身
体
や
家
族
の
諸
事
情
に
よ
り

退
職
す
る
人
と
様
々
で
す
。

現
職
と
退
職
の
強
化
を
し
て

頂
き
、
健
康
に
留
意
し
、
第
２

の
人
生
を
有
意
義
に
。
こ
れ
ま

で
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
述
べ
挨

拶
と
し
ま
す
。

広
域
配
転
で
不
安
が
あ
っ
た

が
国
労
の
仲
間
が
暖
か
く
迎
え

て
く
れ
た
。

ス
ト
権
ス
ト
を
分
か
ら
な
い

中
で
や
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

エ
ル
ダ
ー
で
会
社
に
い
る
と

情
報
が
入
ら
な
い
。

エ
ル
ダ
ー
で
も
組
織
拡
大
で

積
極
的
に
話
す
こ
と
が
大
事
。

エ
ル
ダ
ー
に
い
る
が
労
働
条

件
が
悪
い
。
年
休
を
流
す
。
体

が
慣
れ
な
い
。

震
災
の
時
、
家
に
来
て
く
れ

た
国
労
の
暖
か
さ
を
感
じ
た
。

エ
ル
ダ
ー
と
し
て
勤
め
た
が

労
基
法
は
守
ら
な
い

劣
悪
な

労
働
条
件
で
途
中
で
辞
め
た
。

エ
ル
ダ
ー
と
し
て
国
労
運
動

を
強
化
す
る
任
務
に
あ
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
若
手
社
員
が
組

合
に
入
ら
な
い
。
国
労
に
入
れ

る
条
件
に
あ
る
。
駅
委
託
化
が

増
え
で
可
能
性
の
あ
る
職
場
で

す
。
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退
職
者
と
語
る
会
は
、
４
月
23
日
に
水
戸
京

成
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
塙
副
委
員
長
の
司
会

で
塚
原
委
員
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、
茨
城
支
部

益
子
委
員
長
の
乾
杯
で
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
35
名
の
退
職
者
で
10
名
の
方
が
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。

長年のお勤めご苦労様です

来
賓
あ
い
さ
つ

東
日
本
本
部

菊
池
委
員
長

国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
め
ぐ

る
闘
い
を
通
し
て
、
職
場
差
別

の
一
括
和
解
、
昇
進
事
件
和
解

を
求
め
る
議
論
、
取
り
組
み
を

行
い
、
組
織
強
化
拡
大
に
全
力

で
挙
げ
て
き
た
。

地
域
、
政
治
の
中
で
知
識
経

験
を
生
か
し
た
教
え
を
。

交
運
共
済

松
井
本
部
長

退
職
さ
れ
た
方
の
総
合
共
済

の
確
認
。
地
震
共
済
の
優
位
性

を
知
っ
て
ほ
し
い
。

退
職
者
の
会

関
事
務
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
た
ば
こ
な
ど
と
比

較
し
て
鉄
道
年
金
は
特
別
付
加

が
つ
い
て
い
な
い
。

社
会
保
障
を
守
る
力
を
貸
し

て
欲
し
い
。


